


表彰カテゴリ





日本カラー工業株式会社様

メールの件名

湿度100％は、ビシャビシャじゃないの？

作成にあたって工夫した点

1. 身近な生活とつなげる
湿度という化学よりの専門的なテーマを、天然パーマの悩みといった日常の体
験に結びつけ、読者が「自分ごと」として理解できるようにした。
2. とっつきにくい化学をやさしく翻訳
相対湿度や飽和水蒸気、「空気はスポンジのように水を抱える」といった比喩
で直感的にわかりやすく伝えた。
3. ユニークな視点
他社記事が数値や機器紹介に偏る中、「生活者の目線」と「やさしい科学解
説」を組み合わせ、単なる知識ではなく読者の心を動かす記事に仕上げた。

審査コメント

わかりやすいテーマ、かつ「そう見せるか！」というビジュアルや比喩をユ
ニークに活用して専門家としての見解をうまく伝えるメールになっていると思
います。
こんなことはできる？をユーザーである企業から引き出せるように、読み手の
記憶に残るメルマガではないでしょうか。





WILLER MARKETING株式会社様

メールの件名
【7月の最安値を確認🎋】この夏、会いたい人に会いに行こう🚌💨

作成にあたって工夫した点

① 配信日は七夕の直前だったため、季節感を意識したデザインを採用。
② 七夕のストーリー性を「推し活」に重ね合わせ、ライブ会場エリアまでの高
速バスが簡単に検索できる便利ページへの導線と、推し活遠征におすすめのプ
ランを提案。
③ 最安値の価格記載あり・なしのABテスト実施することでスタッフの工数を
削減すると同時に、「価格確認だけで離脱」するユーザーを防ぎ、遷移先ペー
ジでの利用意欲を高める工夫を実施。

審査コメント

デザインそのもののインパクトもありますが、導線のわかりやすさやターゲッ
トが明確になった設計など、ひと目で訴求内容が伝わる構成です。
また、季節とメッセージの合わせ方や配信タイミングなども考えて作られてお
り見た目だけではない仕組みを感じました。





株式会社モリタ様

メールの件名
医療従事者向け「《重要》化学防護手袋の着用が義務化！器材消毒時に適切な
手袋とは？」

作成にあたって工夫した点

「労働安全衛生法改正による保護手袋の義務化」という重要な改訂事項である
にも関わらず業界の中でも周知不足であったことから、注意喚起と、正しい保
護手袋選びに役立てていただけるような情報提供と商品紹介を絡めた形の内容
で案内を行いました。

審査コメント

わかりやすさやとはなにか、を改めて感じます。ひと目で重要なポイントがわ
かること、必要な要素を必要な人へ届けるというメルマガの役割を存分に生か
した設計になっていると思います。





株式会社サンデシカ様

メールの成果・効果

メールの件名

購入読者のフォローアップ

作成にあたって工夫した点

妊娠・出産・子育てをしている読者様に向けて、商品紹介だけではない、温度
のあるお知らせを心がけています。担当者の個性を少し出して、エピソードや
イラストを添えて親近感を感じていただき、購入後のアフターフォローをしっ
かりとお伝えして安心してご利用いただけるよう内容を考えました。企業から
の一斉送信という印象にならないよう、読者様との距離を一歩縮めることを意
識しています。
1通目は購入から7日後に配信し、使い始めに知っていただきたい「使い方」や
「お手入れ」など実用的な内容をお伝えしています。
2通目は40日後に、新たに生まれた疑問にお答えできるよう、「よくある質
問」「60日保証のお知らせ」「次のステップアップを応援する限定クーポン」
と、次のステップの手助けとなる情報をお届けしています。
商品ごとに合わせた内容を配信し、購入後のサポートを実感していただき、次
もまた利用したいと思ってもらえることを目標としています。

審査コメント

見た目のデザインをどう作るか、というポイントもありますが内容がステップ
メールとなっており、それも含めたストーリー設計があること、そしてデザイ
ンの中にも担当者の個性が組み込まれているなど自分たちのカラーを感じるこ
ともできる良く練られたメールだと感じます。





株式会社クボタ様

メールの件名
【Spears＋会員の皆様へ】キャプテンからのコメント

作成にあたって工夫した点

決勝戦終了後にキャプテンからのコメントという注目度の高いコンテンツを活
用して開封を促している。
今回のメールのために、キャプテンからコメントを頂戴しバナーを作成。
また、ファーストビューの画像は400枚ある写真素材の中から1枚を選定。
決勝戦翌日にタイムリーな配信をしました。

審査コメント

件名をとてもシンプルにすることで、会員へまっすぐ訴求し、また試合後とい
う温度感の高いタイミングを逃さず配信することで脅威の開封率70%超えを実
現しているのではないでしょうか。
キャプテンからのメッセージはシーズンを通して応援してきたファンにとって
嬉しいサプライズだったことでしょう。
そして、この熱量を活かしファンクラブ更新へつなげる導線も見事だと思いま
す。





サラヤ株式会社様

メールの件名

【サラヤメルマガ会員様へ】アラウ.ベビー広告用画像募集のお知らせ

作成にあたって工夫した点

今回の企画はメルマガ会員様へのモチベーションUPと広告用素材を募集する２
つの目的がありました。
それらを達成するために以下にメールを開いて読んでいただけるかが重要なの
で、タイトルに【サラヤメルマガ会員様へ】とお手紙のように入れてみまし
た。

成果・効果

メルマガ配信を「全員に」ではなく、ターゲットを絞り込み今回の企画に合わ
せたセグメントで配信することで、作品応募（CV）の数を引き伸ばしている好
事例だと思います。
誰に、何を送るか。メルマガの基本をしっかり押さえた設計が活きています。





株式会社鎌倉新書ライフパートナーズ様

メールの件名
《プレゼント付き》子育て中の“お金のモヤモヤ”解消セミナー【8/29・30開
催】

作成にあたって工夫した点
①開封率の最大化
・件名に「日時」「プレゼント」を入れる

②申込み動機向上
・「先着30名」と「無料」を、申し込みリンクの直前に強調

③共感を得る
・講師紹介：「2児のパパ」×「FP」という親近感＋専門性

④HTMLの場合のカラーイメージ
・「子育て世代向け」という点で、親しみやすさ・温かさをイメージする、オ
レンジ系

審査コメント

クリックした人がほぼ応募という動きを取ってくれていること、また配信分母
に対するCV率としてみても高い水準をマークしていると思います。





グローバル電子株式会社様

メールの件名

【特別連載スタート】マイコン（MCU）システム開発

作成にあたって工夫した点

弊社のターゲットはメーカーのエンジニアの方が中心のため、リードタイムも
長くメール配信後もすぐに反響があるわけでもありません。
これまでは資料請求やメルマガ経由の問合せなどのCVはほとんどなく、時々
1、2件あれば「よかったね〜」というような状況でした。そのような背景か
ら、弊社ではメルマガは地道にお客様とコミュニケーションを継続するための
メディアであり、また「技術提案力があること」を印象づけていくことも目標
のひとつとして運用をしています。
当メールは、初の取り組みである全10回の技術コンテンツ連載の告知のため、
読んでほしいターゲットや連載の目的を明確にする文言を強調しました。ま
た、文章を読んでいただくよう、メイン画像はシンプルにするなどの見た目の
工夫も行いました。

成果・効果

ご担当者さまが他の業務の兼ね合いもあり、これまではメルマガの配信回数を
なかなか増やすことができないというお悩みを抱えていましたが、HTMLエ
ディターをうまくご活用され目標の配信回数を達成。
配信を地道に重ねることで昨年比でメルマガ経由のCVが5倍に増加するなど、
着実に成果に結びついています。
ツールを活用し、付加を下げながらも成果を出すことにつなげている好例だと
思います。





倉敷化工株式会社様

メールの件名

【倉敷化工News】 倉敷観光スポット紹介 / 人事労務課の仕事紹介

作成にあたって工夫した点

文字だけでは読みにくいので、写真を入れて読みやすいように工夫しました。
また、写真も有名なところから地元の人しか知らないような写真と読者が見飽きないよう
な写真を選定、採用しました。

審査ポイント

製造業ならが、観光スポットのご紹介という切り口、また企業とその中の人を感じられる
試行錯誤が見えるメルマガです。
地元から企業を知り、活動を知ってもらうファン化をBtoBで実直に取り組まれているとこ
ろに工夫を感じます。





株式会社チョイスホテルズジャパン様

メールの件名
【冬旅の計画は今から】札幌で雪まつりとグルメを満喫◆コンフォートホテル
ERA札幌北口

作成にあたって工夫した点

12月にオープンする札幌のホテルを訴求したいと考えて作成しました。
ただ、今はまだ9月。例年にない蒸し暑さで冬の旅行のことなど考えている方
は少ないのでは…と不安に思いながらもさっぽろ雪まつりをフックにした内容
で予約を促すことを意識しました。
文章を作成するにあたっては、AIを活用しました。自分自身の業務の効率化も
さることながら、文章のマンネリ化も打破できるためです。読者がどうしたら
「予約したい」と思えるかを心掛け、練ってもらいました。
結果、私では思いつかない表現を生み出してくれました。

審査コメント

多岐に渡るマーケターの業務の中に、AIが根付き始めているのだと実感し業務
効率化だけではなく新しい視点を得るための使い方というところにもシナジー
を感じます。
また、読者にとって季節は関係がなかった、という発見のコメントに我々も
ハッとしました。メルマガは読み手あってこそのもの、ユーザーのニーズがど
こにあるかを常に思考している姿に感銘を受けました。

応募作品はこちら

https://drive.google.com/file/d/1JbV3ugdHYLnszrDgZhesvEOWALV9C1aE/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1JbV3ugdHYLnszrDgZhesvEOWALV9C1aE/view?usp=drive_link


沢山のご応募、ありがとうございました！

受賞された企業様へ、記念品をお届けいたします。
また、ご応募いただいた企業様へはレポートをお届けできる予定です。

次回も、マーケターの皆様と一緒に業務を盛り上げる企画を
お届けしたいと思います。
どうぞご期待ください！


